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ご 挨 拶 

謹啓 貴社におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さてこの度、2024年7月20日（土）に「ウインクあいち」（愛知県産業労働センター）を会場とし

て、日本集中治療医学会 第8回東海北陸支部学術集会を開催する運びとなりました。 

日本集中治療医学会東海北陸支部会は、日本集中治療医学会の7支部の一つ（北海道、東北、関東甲

信越、東海北陸、中国・四国、九州）として、2017年に発足しました。 

 日本集中治療医学会は1974年に設立され、2024年には50周年を迎えます。2023年8月の段階で学

会会員数は11,067名となりました。集中治療は集中治療医や専門診療科医師、看護師、薬剤師、薬剤

師、臨床工学士、理学療法士などの多職種連携体制として、24時間体制で集学的治療を行う急性期診

療領域です。集中治療医学会の活動は、重症患者搬送、遠隔集中治療、小児集中治療、神経集中治療、

循環器集中治療、集中治療認証看護師・臨床工学技士・理学療法士、集中治療室退室後の健康状態の把

握など、多岐にわたります。東海北陸地方には、成人を主に診療する集中治療室以外にも、小児専門の

小児集中治療室も10床を越えるものは東海北陸地方には2施設あり、成人のみならず、次世代をになう

小児患者にも救命の先にある社会復帰をめざした集中治療を提供しています。2022年からは集中治療

科が、標榜科に加えられております。これは、新型コロナウイルス感染症拡大下において、集中治療に

従事する医師の重要性がより認識されたためであり、また、新たなパンデミックに備えるためにも、集

中治療医療の担い手の分布や整備の実態を把握することは、国家の危機管理として極めて重要であるか

らです。 

今後20年で更なる、少子高齢化社会を迎えると予想され、集中治療分野でも働き手の確保・効率

化・自動化などの議論も、医療従事者だけでなく、企業や市民を巻き込んで地域全体で議論していく必

要があり、本支部学術集会がそのような場となるように、第8回東海北陸支部学術集会のテーマを「こ

ころ ひとつに」とさせて頂き、魅力ある企画を盛り込み、参加者にとって実りの多い学術集会となる

よう、関係者一同鋭意準備を進めております。 

学術集会の開催に要する費用は、参加費をもって賄うべきではありますが、近年の物価高に加えて更

に学会発表、教育には多大の費用がかかるのが現状です。質素倹約を旨として運営を行い、参加費を集

めましてもまだ多額の不足が予想されます。 

つきましては、本会開催の趣旨を充分にご理解いただき、何卒貴社のご支援・ご協力を賜りますよう

お願い申し上げる次第です。諸費用多端の折、誠に恐縮ではございますが、諸事情をご賢察の上、何卒

ご高配の程、重ねてお願い申し上げます。 

末筆ながら、貴社のますますの御発展をお祈り申し上げます。 

謹白 

2024年12月吉日 
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会 長 池山 貴也    

あいち小児保健医療総合センター    

   一般社団法人 日本集中治療医学会    
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支部学術集会開催概要 
 

〇会議名称  日本集中治療医学会 第8回東海北陸支部学術集会 

 

〇会  期  2024年7月20日（土） 

 

〇会  場  ウインクあいち 〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅４丁目４−３８ 

 

〇会  長  池山貴也（あいち小児保健医療総合センター 小児救命救急センター） 

 

〇テ ー マ  「こころ ひとつに」 

 

〇開催意義  集中治療医学および関連領域の進歩をはかり、あわせて学術文化の発展に寄与すること 

を目的とし、集中治療医学に携わる医師、看護師、臨床工学技士、理学療法士、薬剤師 

等が年に一度、一堂に会して研究成果を発表・討論することを目的とする。 

併せて国民の福祉と健康に貢献することを目的とする。 

 

〇参加予定者数 約550名 

       （集中治療関連分野に携わる医師、看護師、臨床工学技士、理学療法士、薬剤師 他） 

 

〇事 務 局  あいち小児保健医療総合センター 小児救命救急センター 

〒474-8710 愛知県大府市森岡町七丁目 ４２６番地 

 

 

〇運営事務局 日本コンベンションサービス株式会社内 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-4-2 大同生命霞が関ビル14階 

TEL:03-3508-1214 FAX: 03-3508-1302 

E-mail:jsicm8-th＠convention.co.jp 

 

※災害時（予期せぬ震災、水害、パンデミック、その他）には、通常開催から 

開催形態変更の可能性もございますことを申し添えます。 

※自然災害、火災、疫病、戦争、テロ、輸送機関の運行障害、停電、ネットワーク設備の損壊、  

行政機関の要請・指示・命令・規制など、主催者の責めによらない事由により、  

主催者が催事開催を制限・停止することとした場合、 催事に関する申込料金の一部または全部を返

金しない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇プログラム（予定） 

日程 午前 午後 夕方 

7月19日

（金） 

 運営委員会、連絡協議会 

 

 

7月20日

（土） 

開会式 講演 

救急科領域講習 

シンポジウム 

パネルディスカッション 

教育セミナー（モーニングセミナー） 

一般演題（口演・ポスター）他 

講演 

シンポジウム 

パネルディスカッション 

一般演題（口演・ポスター）  

教育セミナー（ランチョンセミナー）他 

講演 

シンポジウム 

パネルディスカッション 

一般演題（口演・ポスター） 

教育セミナー（イブニングセミナー）他 

閉会式 

その他：企業展示（集中治療関連分野に寄与する機器、医薬品、書籍の展示） 

 

※災害時（予期せぬ震災、水害、パンデミック、その他）には、通常開催から 

開催形態変更の可能性もございますことを申し添えます。 

※自然災害、火災、疫病、戦争、テロ、輸送機関の運行障害、停電、ネットワーク設備の損壊、 

行政機関の要請・指示・命令・規制など、主催者の責めによらない事由により、 

主催者が催事開催を制限・停止することとした場合、 催事に関する申込料金の一部または全部を 

返金しない場合があります。 

 

 

〇振込口座 

■金融機関名：三菱UFJ銀行 金融機関コード：0005 

■支 店 名：大府支店 （店番：344） 

■預 金 種 目 ：普通口座  口座番号：0342008 

■ロ 座 名 義 ：一般社団法人 日本集中治療医学会 第8回東海北陸支部学術集会 会長 池山貴也 

■ロ 座 名 義 ：※お振込みは長い為、東海北陸支部会長 トウカイホクリクシブシュウカイカイチョウ 

※振込手数料は貴社にてご負担ください 。 

 

〇お問い合わせ先（運営事務局） 

日本集中治療医学会 第8回東海北陸支部学術集会 運営事務局 

日本コンベンションサービス株式会社内 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-4-2 大同生命霞が関ビル14階 

TEL:03-3508-1214 FAX: 03-3508-1302 

E-mail:jsicm8-th＠convention.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

収支予算書 

収入                                   2023 年 11 月現在 

項 目 金 額 積算内訳 

参加費 3,650,000 医師、医療従事者、初期研修医・その他、その他一般（企業） 

プログラム抄録集販売費  抄録×■冊 

セミナー共催費 
2,200,000 

1,540,000 

ランチョンセミナー×2 社 

スポンサードセミナー×2 社 

企業展示出展費 1,980,000 展示×10 ブース 

書籍展示  机 1 本×■本 

広告掲載費 1,000,000 ポケットプログラム集、学会ホームページパナー広告 

寄付金 800,000 関連企業、同門会 

助成金   

その他   
合 計 11,170,000  

支出 

項 目 合 計 積算内訳 

Ⅰ 開催準備費   

事務処理費 1,600,000 演題処理、各種事務処理など 

製作費・印刷費 900,000 ポスター、封筒、参加証、賞状など 

ホームページ作成・運用費 , 600,000 サーバー代等含む 

備品・消耗品 400,000  

通信運搬費 300,000 郵送費、送料等 

企画費   

Ⅱ 開催運営費   

会場費 1,200,000 会場費、附帯設備費 

機材費 1,840,000 映像・音響機器等 

サイン関係費 330,000 案内看板、誘導看板、氏名掲示など 

施工関連費 580,000 展示施工、電気工事など 

運営人件費 640,000 ディレクター、オペレーター、スタッフ等人件費 

運営人員諸経費 380,000 運営人員諸経費（交通・宿泊・手配費など） 

招請関係費（謝金） 500,000 役割者謝金 

招請関係費（旅費・宿泊費） 900,000 役割者旅費、宿泊費 

物品購入費 500,000 記念品、コングレスバッグなど 

諸雑費 300,000 振込手数料など 

会議費 200,000 各種委員会など 

合 計 11,170,000  

 

 



寄付金募集要項 
 

〇会 議 名 称  日本集中治療医学会 第8回東海北陸支部学術集会 

〇会   期  2024年7月20日（土） 

〇会   場  ウインクあいち 〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅４丁目４−３８ 

〇会   長  池山貴也（あいち小児保健医療総合センター 小児救命救急センター） 

〇テ ー マ  「こころ ひとつに」 

〇開 催 意 義  集中治療医学および関連領域の進歩をはかり、あわせて学術文化の発展に寄与する 

ことを目的とし、集中治療医学に携わる医師、看護師、臨床工学技士、理学療法士、薬

剤師等が年に一度、一堂に会して研究成果を発表・討論することを目的とする。 

併せて国民の福祉と健康に貢献することを目的とする。 

〇参加予定者数 約550名 

        （集中治療関連分野に携わる医師、看護師、臨床工学技士、理学療法士、薬剤師 他） 

〇事 務 局  あいち小児保健医療総合センター 小児救命救急センター 

〒474-8710 愛知県大府市森岡町七丁目 ４２６番地 

 

〇寄付の目的  日本集中治療医学会第 8 回東海北陸支部学術集会の開催資金 

〇寄付金の使途 日本集中治療医学会第 8 回東海北陸支部学術集会の準備および運営費用の一部として 

〇募集期間     2023 年 11 月 1 日（水）～2024 年 8 月 30 日（金）まで 

〇寄付の目標総額  1,000,000 円 

○申込方法     支部学術集会ホームページの協賛申込フォームよりお申込ください。 

○寄付金振込口座 下記の口座宛に、申込時にお知らせいただいた日にちにあわせて 

お振込みください。 

※寄付金に対する免税措置はご用意しておりませんので予めご了承ください。 

※お振込確認後、ご担当者様宛に領収書を郵送いたします。 

※振込手数料はお申込者様にてご負担ください 。 

 

＜ 振込口座 ＞ 

■金融機関名：三菱UFJ銀行 金融機関コード：0005 

■支 店 名：大府支店 （店番：344） 

■預 金 種 目 ：普通口座  口座番号：0342008 

■ロ 座 名 義 ：一般社団法人 日本集中治療医学会 第8回東海北陸支部学術集会 会長 池山貴也 

■ロ 座 名 義 ：※お振込みは長い為、東海北陸支部会長 トウカイホクリクシブシュウカイカイチョウ 

※振込手数料は貴社にてご負担ください 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

     年  月  日 

 

趣意書に基づく 日本集中治療医学会 第8回東海北陸支部学術集会運営事務局の趣意に賛同し、 

本会の準備および運営助成金として寄付いたします。 

 

 

金        円也 
 

 

御芳名又は法人名                                

          

           〒 

御 住 所                                 

 

御 担 当 者                                

 

TEL．               FAX．                   

 

E-mail.             

 

振 込 予 定 日      年    月    日   

 

 

■お問合せ先:  

日本集中治療医学会 第 8 回東海北陸支部学術集会運営事務局 

日本コンベンションサービス株式会社 内 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-4-2 大同生命霞が関ビル14階 

TEL：03-3508-1214 / E-mail：jsicm8-th＠convention.co.jp 

 

寄付 申込書 


